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県派遣 県ＯＢ　７月１日現在の人数

非常勤理事
役員

非常勤監事

計
20

0
嘱託職員

出資比率

合計 平均年齢

平成１８年

［事業の概要］

12 2 0

当期常勤職員
の年齢構成

２０代以下

設立年月日

1 　

主　　な
出資者

その他

3

5

4

2

団体

商工労働部  観光物産課

029－226－3800

ibarakik@atlas.plala.or.jp

資本金（基本財産）

代　　表　　者　　名

所　　   在   　　地

昭和58年1月28日

県  所　管　部　課

電　　話　　番　　号

Ｅ-mailアドレス　

－

出資額出　　　　　　　資　　　　　　　者　　　　　　　名

　

会長　橋本　昌  （非常勤）

水戸市三の丸1-5-38

http://www.ibaraki-meisan.gr.jp

－ 千円

ホームページＵＲＬ

出資順位

県内９カ所に設置しているアンテナショップや県内外で
開催する観光物産展等において，県産品の紹介宣伝と
販売を行い，県産品の販路拡大を図る。

－

－

－

－

－

－

－

－

千円

千円

平成１８年度事業費

千円

90,000

内　　　　　　　　　　　　容

－

茨城の観光地の魅力等を宣伝紹介し，本県への誘客を
促進するため，観光情報の収集・提供を行うとともに，観
光マップ，ポスター，パンフレットの作成・配布などの宣
伝活動を実施する。

３０代 ４０代

0

平均勤続年数

2
12

0 0

２９整理番号

［法人の概要］

出資法人等経営評価書（公益法人会計用）

平成１８年７月１日現在

　

　

社団法人茨城県観光物産協会

設　立
目　的

   昭和５８年１月，観光関連産業の発展等を通じた地域経済への寄与及び国民の観光レクリェーション
活動の充実と国際観光を通じた国際間の相互理解の進展による観光の発展を目的として，任意団体と
して活動していた茨城県観光協会（昭和２５年発足）を社団法人化した。
   平成１７年６月，県産品の知名度向上・販路拡大と観光の振興を一体的に進めるため，茨城県物産
協会を統合し，社団法人茨城県観光物産協会として活動することとなり，現在に至る。

事　　　業　　　名

16,748

18,803

1

５０代以上

職員

管理職

－ －

事業３

観光宣伝事業

いばらきの魅力発
信事業

物産品販売事業

事業１

事業２

平成１１年９月のＪＣＯ臨界事故に伴う風評被害により大
きなダメージを受けた県内の観光イメージを回復し，本
県観光地の知名度向上を図り，更なる誘客を促進する
ため，首都圏を対象としたテレビＣＭの放映や大規模な
観光物産展等を開催する。
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［収支の状況］ 　

収入合計

支出合計

当期収支差額

正味財産増加額

正味財産減少額

資産

負債

正味財産

　

損失補償・債務保証

58,45857,040

29%

　

30%

　

　

（単位：千円）

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

8,6836,794

3,211

51,027

64,773

37,142

（単位：千円）

補助金

委託金

33,703 42,403 47,661

10,79714,637

［財的関与の状況］

財
的
関
与
状
況

流動資産

固定資産

　　計

流動負債

うち短期借入金

固定負債

うち長期借入金

貸付金

区　　　　分

財

産

の

状

況

収

支

の

状

況

事業外支出

うち管理費

うち人件費

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産

期末正味財産

　

17,330

27%

51,033
財政的関与の割合（％）

31,597

0

区　　　　分

事業収入

事業外収入

事業支出

82,624

47,304

35,320

0

67,043

　

0

55,948

211,667

211,367

00

13,885

67,593

61,957

0

5,6361,636

11,503

73,837

68,453

5,384

28,309

8,837

22,909

65,407

76,276

8,688

31,5978,688

3,583

6,794

50,558

537

6,794

2,816

5,372

1,894

3,046 3,437

46,368

54,350

2,500

0

171,478

177,194168,978

6,294

7,800

49,422

53,829

187,810

184,279

3,531

184,994

300

平成１６年度 平成１７年度平成１５年度

215,104

209,524

5,580

174,524

174,291

233

社団法人茨城県観光物産協会
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［平成１７年度の補助金等の目的・内容等］

委託金

○県物産展示場運営　1,138千円
　 県産品紹介コーナー（県庁舎行政棟２階）の管理運営に係る補助
○ハートフルガイド育成事業　2,189千円
　 観光関連従事者に対するホスピタリティセミナーの開催等に係る委託
○観光情報システム整備事業費　2,601千円
　 県観光ホームページ掲載情報調査及びコンテンツ更新に係る委託
○いばらき情報ステーション設置事業　4,869千円
　 いばらき情報ステーションでの案内・相談業務に係る委託

貸付金
　

支　　出　　項　　目 目     　的　 ・ 　内　      容　・　効　　　　果

補助金

○茨城県観光協会運営支援事業　23,992千円
　 役職員の人件費及び宣伝誘致事業に係る補助
○県産品販路拡大支援事業　4,905千円
　 県産品の紹介，宣伝及び販路拡大を行うための事業に係る補助
○いばらきの魅力発信支援事業　18,764千円
　 首都圏での観光物産展，雑誌広告等による茨城県の魅力発信に係る補助
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［評点集計］

健全性 11

組織運営の適正性

評価の視点

計画性

目的適合性

7

31

4

評価項目数

4

5

評点

1

14

7

得点率

12.5%

100.0%

87.5%

満点

8

14

8

公益法人会計用
社団法人茨城県観光物産協会

警　戒　指　標

効率性

合計

26 40

24

94

12

60 63.8%

65.0%

50.0%

《評価の視点》

今後の事業展開の方向

目的適合性 組織運営の適正性
   毎年度事業計画を
作成し，これに沿って
事業の執行を行って
いる。しかし，中長期
的な計画を作成して
いないことから今年度
中を目途に中期計画
を作成することで，作
業を開始した。

   当協会は，観光と物
産事業の振興・発展の
ために設立されたもの
であり，日々これの実
現のため事業を展開し
ている。

   毎年度定期総会に
おいて，事業報告を
行っている。また，イ
ンターネットを通じて
情報公開を行ってい
る。

組織運営の
適正性

組織，人事，財務等の内部管理体
制が適切に整備・運用され，かつ
情報公開による透明性の確保が適
切か

計画性

目的適合性

法人の財務体質が健全であるか，
また，各事業の採算性がとれてい
るか

健全性

経営目的，経営方針が各種計画に
反映され，計画・実行・見直しが行
われているか

法人が行っている事業と当初の設
立目的が適合しているか

効率性

   観光協会と物産協会が合併したことにより，これまで以上に関連する機関との連携を密
にするとともに，更なる観光と物産の振興に努めて行く。

健全性 効率性
   借入金や含み損な
どの負債は無く，各
事業とも健全な財務
体質である。

   管理費・人件費とも
ほぼ同じような金額で
推移しているが，出来
るだけ出費を減らすよ
う努力して行きたい。

［法人の自己評価（経営概況，経営上の課題・対策等）］

計画性

組織の管理運営上における人的・
物的な経営資源が有効活用されて
いるか

各評価項目については，「出資法人等
経営評価指標及び評価基準等」を参照

-200%

-150%

-100%

-50%

0%

50%

100%
計画性

目的適合性

組織運営の適正性健全性

効率性

経営評価レーダーチャート
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［法人を担当する課の意見］

［総合評価］

から県民のみなさまへ＞
　 当協会は，市町村観光協会や観光事業者団体等の正会員及び観光事業者，ホテル・旅館及び物産品製造販
売業者等の賛助会員で組織し，パンフレットの作成，キャンペーンの実施，物産展などの各種観光物産宣伝事業
を実施し，観光客の誘客促進及び県産品の販路拡大に努めているところです。
　 また，茨城へ訪れる観光客に対してどのように接したら喜ばれ，リピータとしてまた来ていただけるかなど「おも
てなしの心」の醸成に繋がるような接遇研修会を開催し，観光客の受け容れ態勢の充実を図っております。
　 県民の皆様におかれましては一人一人が「おもてなしの心」を持って観光客に接していただき，茨城のイメージ
アップを図り，観光を通した豊かな茨城の地域づくりにご協力をいただきますよう，お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　平成１９年２月　　会　長　　橋　本　　昌

総合的所見等
に係る対応

   両協会の統合効果がより効果的に発揮できるよう，観光と物産の一体的な振興を図るた
めの事業に積極的に取り組んでいくとともに，法人会員及びファンクラブ会員の増加やアン
テナショップ等収益事業の強化による自主財源の確保と効率的な事業執行による経費削
減に努めるよう指導する。
   また，当法人では，平成１９年度を始期とする中期経営計画（５年間）の策定を進めてい
ることから，県観光振興基本計画等を踏まえ，当該計画に法人が果たすべき役割を明確
に示すよう求めていく。

＜ 社団法人茨城県観光物産協会

健全性 効率性

総合的所見等

概ね良好 改善の余地がある 緊急の改善措置が必要

   平成１７年度の観光協会と物産協会の合併により組織体制や財政基盤が強化された。
今後も，合併効果を発揮した効果的な事業展開を図るとともに，自主財源の確保と経費節
減への取組みを進める必要がある。
   県は，観光振興基本計画等を踏まえ，本県観光振興においてより効果的な事業展開を
図るための方策について，当法人をはじめ，関連団体とともに，その連携体制や役割分担
について検討する必要がある。
   当法人は，その検討を踏まえ，中期経営計画において法人としての役割を明確に示す
必要がある。

取組みを強化すべき視点 計画性 目的適合性 組織運営の適正性

   県観光物産協会は，本県観光物産の振興のため，国，県，市町村及び民間観光関連事
業者等と連携し，観光従事者の指導育成や市町村単独では困難な大型キャンペーンの展
開など，その設立目的に沿った事業展開を行っている。
   今後は，より厳しさを増す地域間競争の中で，本県の持つ観光資源の魅力を積極的・効
果的に発信し，観光誘客や県産品の販路拡大に繋げていくため，選択と集中による戦略
性を持った事業展開を行うことを期待する。

法人担当課の意見

   事業の効率的執行や収
益事業への取組などによ
り，黒字経営を継続してい
る。さらに，平成１７年度に
物産協会と統合したことに
より，自己資本比率が大
幅に向上するなど財政基
盤の強化が図られたとこ
ろである。
   しかし，国・県の補助・
委託金へ依存する度合い
も高いことから，適切な範
囲での収益事業への取組
などにより自主財源の充
実を図ることが必要であ
る。

   機動的な人員配置
やより一層の効率的
な事業運営により管
理経費の削等に努め
る必要がある。

   将来の幹部職員への
登用を目途に，協会プ
ロパー職員の育成を諮
る必要がある。
   県名産品の宣伝・販
売を中心としたＨＰを見
直し，より積極的な情
報公開と事業展開を図
る必要がある。（現在，
協会の財務状況等につ
いては，（財）公益法人
協会のＨＰを通じて公
開している）

   平成１８年度を始期
とする県観光振興基
本計画が策定された
ことを踏まえ，協会と
しても，計画実現のた
め，中期経営計画等
を策定し，県と一体的
に観光物産の振興を
図っていく必要があ
る。

計画性 効率性健全性組織運営の適正性目的適合性
   人口減少社会といわれ
る中，観光ＰＲ等により地
域の魅力を積極的に情
報発信し，観光・交流人
口の増加を図っていくこ
とが以前にも増して重要
となっており，観光誘客
活動の中心的役割を担う
協会の存在意義は大き
いものがある。
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